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ギフトカードサービス 導入事例

本カタログに記載の内容は2015年4月現在のものです。内容は予告なく変更することがありますので、あらかじめご了承ください。このカタログは再生紙を使用しています。 M23_04

シネマズ 様 

北海道支社 〒060-0002 北海道札幌市中央区北二条西4-1 札幌三井JPビルディング TEL（011）251-7886
岩手支店 〒020-0021 岩手県盛岡市中央通り3-1-2 盛岡第一生命ビル TEL（019）651-0221
東北支社 〒980-0811 宮城県仙台市青葉区一番町1-1-41 カメイ仙台中央ビル TEL（022）222-4599
関東支店 〒330-0854 埼玉県さいたま市大宮区桜木町1-11-20 大宮JPビルディング TEL（048）642-2700
多摩支店 〒190-0012 東京都立川市曙町2-36-2 ファーレ立川センタースクエア TEL（042）523-0471
神奈川支店 〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜3-17-5 いちご新横浜ビル TEL（045）620-6713
長野支社 〒380-0813 長野県長野市鶴賀緑町1403 大通り昭和ビル  TEL（026）238-3150
中部支社 〒456-0023 愛知県名古屋市熱田区六野2-3-3 熱田ビル  TEL（052）889-7630
関西支社 〒530-0005 大阪府大阪市北区中之島2-2-2 大阪中之島ビル TEL（06）6209-7350
和歌山支店 〒640-8341 和歌山県和歌山市黒田1-1-19 阪和第一ビル  TEL（073）474-8500
中四国支社 〒730-0021 広島県広島市中区胡町4-21 朝日生命広島胡町ビル TEL（082）541-2100
九州支社 〒812-0016 福岡県福岡市博多区博多駅南2-1-9 ヤマエ博多駅南ビル TEL（092）473-6361
鹿児島支店 〒892-0842 鹿児島県鹿児島市東千石町1-38 鹿児島商工会議所ビル TEL（099）222-9702

■ご質問、ご相談は下記窓口まで

アプリケーションサービス推進部
〒135-8686　東京都江東区青海2-4-32 タイム24ビル 　　　TEL（03）5531-5199

●本カタログに記載されている会社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。本カタログに記載されているシステム名、製品名などには必ずしも商標表示（TM,®）を付記していません。

http://www.fujitsu.com/jp/fip/



SaaS型のギフトカードサービス導入により、
お客様の利便性向上と売上アップを実現。

シネマズ株式会社 http://www.tohocinemas.co.jp/

お客様プロフィール

導入背景 導入効果

課題は、観客動員数のさらなる拡大。

パートナーシップを深めながら、
ギフトカードの次なる成長へ。

プラスチック型のギフトカードで、
売上の飛躍的なアップ。

シネマズ様 導入事例 

●所在地：〒100-8421 東京都千代田区有楽町1-2-2
東宝日比谷ビル5F

●設　立：1997年9月12日
●資本金：23.3億円

●従業員数：約5,100名（2010年3月1日現在/パート・アルバイト含む）

※1：韓国のドラマ演出家と日本の作家が集いトップスターらと共に作品を作る、日韓共同ドラマプロジェクト。　
※2：自社の店頭で他社ギフトカードを陳列して販売する仕組み。ギフトカードサービス導入により、自社のPOSで他社ギフトカードを有効化し、販売することが可能。

　　　シネマズ株式会社 営業本部
企画営業部 小林 秀司氏

富士通エフ・アイ・ピー株式会社
SaaSビジネス推進室長 徳納 尚成

利
　
用

サービスイメージ

購
　
入

●売上データとの照合、回収データの作成、
回収券の断裁・溶解処分が必要

●売上データの作成が必要

現金

ギフトチケット

劇場内
（グッズショップ）

劇場内
（劇場窓口）

●店舗でのチケットへの利用のみ（Web
サイトでの利用・グッズなどへの利用不可）

お客様

ギフトチケット

利
　
用

購
　
入

●回収に関わる作業負荷の軽減。売上・利用状況
はデータセンターに蓄積され、簡単に把握可能。

劇場内
（グッズショップ）

劇場内
（チケット・飲食・
グッズショップ）

　　　 Webサイト
（携帯・PC）

●Webサイトや飲食・グッズショップでも利用
可能なためユーザの利便性向上。

お客様

ギフトカード

富士通FIP
ギフトカードサービス現金

ギフトカード

●残高管理

インターネット

FENICS
（ギフトネット）

ギフトカードサービス従来のギフトチケット

ギフトカード

ギフトカード

映画人口横ばいの中での
新たな観客動員策の必要性

自社映画鑑賞券販売サイトで利用できない、
紙の商品券の不便さ
ギフト分野拡大を阻害する、
紙の商品券の管理・回収業務負荷

お客様の利便性向上と「ギフト商品」としての価値アップ
－ インターネットでの映画鑑賞券購入・決済/飲食・グッズ購入にも利用可 －

タイアップカードによるビジネスチャンスの拡大
－ プレミアム価値/他社差別化/企業キャンペーンツール －

既存の紙の商品券に比べ、
売上の飛躍的なアップ

前列：　　　シネマズ株式会社
後列：富士通エフ・アイ・ピー株式会社

シネマズ シネマズ

「デジタル」「3D」への積極展開で映画産業をリードする、　　　シネマズ。

　　　　シネマズのギフトカードは、これまでのギフトチケットではでき
なかったインターネットでの映画鑑賞券購入・決済や、　　　　シネマズが
運営する全国52劇場内での飲食・グッズ購入にも使えるなどお客様の
利便性にあふれ、「ギフト商品」としての価値がアップしました。このギフト
カードの導入効果は、早くも売上高に如実に現れました。枚数ベース
ではギフトチケット（１枚1,800円）と大差ないものの、ギフトカードは1枚
当たりの入金額が大きいため（1枚 2,000円/3,000円/5,000円/10,000円
の4種）、売上高は飛躍的にアップしました。
この勢いを加速させたのが、ギフトカード発売にタイミングを合わせた
「テレシネマ7」※1とのコラボレーションPRです。券面を自由にデザイン
できるギフトカードならではのメリットを活かし、「テレシネマ7」公開映画の
ビジュアルをあしらった限定カードを発売。　　　　シネマズの小林氏も
「この限定カードは発売前から問い合わせがあるなど、多くの反響をいただ
いています。ギフトカードは、このように自由なデザイン性を活かしてプレミアム
価値を高め、お客様に喜んでいただけるとともに、他社との差別化が図れ
ます。さらに、雑誌などからの問い合わせも多く、企業のキャンペーンツール
として使えるなど、ビジネスの高い可能性を感じます。」と語ります。また、
店舗・本部における管理業務の効率化に関しても、SaaS型の「ギフト
カードサービス」の活用により、発行前の在庫管理や利用後の回収、
処分等が不要となり、売上・利用データはデータセンターに蓄積される
ため、管理が極めて容易となります。今後のギフト分野の拡大にも十分に
対応可能な上、着券枚数の多い法人向けチケットにも「ギフトカード
サービス」を活用していくことで、スタッフの業務負荷を軽減できます。

発売以来、極めて順調な　　　　シネマズのギフトカード。映画鑑賞券の
仕組みは極めて複雑で、不測の払い戻しや客席変更などに伴い、データ
処理が複雑化するなどの特性を踏まえたシステム設計が不可欠でした。
そこで　　　　シネマズでは、準備段階で30回以上に及ぶ定例会議を
開催。富士通FIPもこの会議に参加し、想定されるあらゆる事態に対する
対応策を共に考え、課題をクリアしていきました。「ここまでスムーズに
運べたのは、　　　　シネマズ様が商品に対する運用設計をしっかり
されていたこと。加えて、『実績のある仕組みを利用しスピーディかつ
ローコストに運用していける』というSaaS型の当サービスの利点を、
十分に理解されていたからこそと思います。」（富士通FIP 徳納）
「トラブルもなく本当に感謝しています。」と語る　　　　シネマズ 小林氏は、
続けて「今後もブレーンとして、我々のカードがさらに成長していける戦略を
共に考えていただきたいと思います。」この声に対し、富士通FIPの徳納は
「新しい贈答ツールであると同時にメディアにもなるギフトカードの良さ
を活かした商品の仕立てや、『ギフトカードモールサービス※2』を利用した
販路の拡大などを組み合わせ、さらに強化させたシステムの仕組みを
一緒に作り上げていきたいと思います。」
これからも　　　　シネマズの企業躍進を、
富士通FIPがベストパートナーとしてサポート
していきます。

映画を通じてお客様の良い思い出づくりをサポートする＜Good Memories＞を企業理念に、全国に
劇場61サイト・545スクリーンを展開する映画産業のリーディング企業です。話題のデジタル、3D上映
にも積極的に取り組み、現在、48サイト・97スクリーンのデジタル劇場をさらに拡大予定です。また、
赤ちゃんと一緒に映画を鑑賞できる「ママズクラブシアター」など新たなニーズにいち早く対応すると
ともに、音楽ライブから演劇、ミュージカルと、映画上映プラスαのビジネスを積極展開しています。

＜Good Memories＞を企業理念に、映画を通じてお客様の良い思い出
づくりをサポートする　　　　シネマズ。DVDやブルーレイディスク
などの普及に伴い、映画人口が横ばいとなる中で新たな観客動員策を
模索していました。その切り札として着目したのが、プラスチック型商品券
の「ギフトカード」です。従来、　　　　シネマズでは紙の商品券の「ギフト
チケット」を販売していたものの、自社の映画鑑賞券販売サイトを利用
できないなど、お客様の利便性に課題を残していました。また、ギフト分野
の拡大を考えた際、ギフトチケットは、発行前の在庫管理から回収、枚数
確認、台帳貼付作業、さらには売上・回収データの照合や利用後の裁断・
溶解など、店舗・本部における管理業務の作業負荷がさらに増大する
ことが懸念されていました。そこで　　　　シネマズがギフトチケットに
代わりこの4月にスタートさせたのが、富士通FIPの「ギフトカードサービス」
を活用したギフトカード販売です。
「ギフトカードサービス」とは、ギフトカードの導入から製造、残高管理、
履歴管理、プロモーションサポートまでをワンストップで提供する、
富士通FIPのSaaS型サービスです。
富士通FIPをパートナーに選んだ理由について、　　　　シネマズ企画
営業部の小林氏は、「アパレルやエンターテイメントなど、我々と親和性
の高いお客様と富士通FIPが多数取引をしているという安心感もあり
ましたが、やはり決め手は『人』でした。我々からの困難な要望に対し、
スタッフ全員が迅速かつ真摯に対応してくださったので、他社検討の
余地はありませんでした。」と語っています。




